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黒毛和種における死産および難産に関するリスク要因

死産および難産は､肉用牛生産にとって生産性を阻害する大きな要因の∵つであるO.

しかしながら､黒毛和種牛の死産および難産の発生状況に関する報告は少なく､原因時

十分に解明されていないoそこで､2006年4月から2010年3月の期間の宮崎県宮崎市､

国富町および綾町に所在する 905農家で飼育される黒毛和種繁殖雌牛 15/,378鼓 計

41,.114回分の分娩記録を調査し､死産､■難産､高出生体重による難産およpび異常な胎

位 .胎勢による難産と気温､季節､産次および妊娠期間との関連性について解析を行つ

たo

そ_の鰭果､死産率は2.4臥 難産率は8.5-5%であったo死産率は冬季に増加し､夏季

･に低下する周期的変化を示した.また､冬と春め難産率は夏と秋に比較して高かつた.

初産牛の死産率および難産率は､経産牛と比較 して高かつたo死産率は､妊娠期間

281-290日.と比較して､≦270日､271-280日､≧301日で高かつた.難産率は､妊娠期

間28卜290日と.比較して29卜300日で低か?たoよって､冬季の低温､_初産､早産､過

剰な出生時体重が､黒毛和種牛における死産および難産を羊おけるリスク要因であること

が明ちかになったo

以上の結果は､死産お声び難産の低減化対策を講ずる上で極めて軍要は知見であり､


